
ファレル『ムッソリーニ』(白水社）正誤表(目についた主要なもののみ）

山形浩生

上巻

page line 邦訳 修正 コメント

9 1 論議された人物であり、その議論の 話題になった人物であり、その話の talked about. 議論ではない

9 4-12 ハリウッドの～含まれていない） -
英語版にはない。伊語版か
ら？

10 7-11 だが～からである。 -
英語版にはない。伊語版か
ら？

10-11 最後1行-9
人間にとって～望むものなのであ
る」。

-
英語版にはない。伊語版か
ら？

13 9 敬礼をしているのを見たとき 敬礼をしているのを見るとき
一回見ただけでなく、何度も見
ている。

16-17

ムッソリーニは善良な人間ではなかっ
たが、これまで描かれてきたほど邪悪
な人間でもなかった。そして彼は疑い
なく邪悪な人間ではなかった。

ムッソリーニは善良な人間ではな
かったが、これまで描かれてきたほ
どひどいわけでもない。そして彼は
絶対に心底邪悪な人間ではなかっ
た。

最初の「邪悪な」はbad、後者
はevil. 前者は行動、後者は性
根と思えばいい。同じ用語をあ
てて反復しているので意味不
明に。

27 1-2 息子が聾唖ではないかと 息子が唖ではないかと
聾唖は、耳が聞こえないことま
で含む。

27 9-10
革のベルトが影響力を失うと、社会主
義がそれに取って代わった。

皮のベルトがだめでも、社会主義は
成功したのだった。

別に時間的な推移の話ではな
い。また皮のベルトは最初から
効果がなかった、とその直前
に書いてある。

69 16-17
彼は優秀な兵士であり、その政治的
意見からすると奇妙なことだった。

彼は優秀な兵士だったが、これはそ
の政治的意見からすると奇妙なこと
だった。

いまの訳だと何が奇妙だった
か不明

98 3
ラッザーリはどれほど間違っていたこ
とだろうか。

ラッザーリは見当違いもいいところ
だった。

直訳すぎ。

100 5 そう断言するのは不可能だ。 はっきりしたことはわからない。
It's impossibleto be sureを逐
語訳。

104 13-14
十代後半には「赤い処女」というあだ
名が彼女につけられた。

十代後半についた「赤い処女」という
あだ名がその後も続いた。

105 6-8
そして議会と民主主義に対するムッソ
リーニの軽蔑は、かれが～立候補す
ることを妨げなかった。

そして議会と民主主義を軽蔑してい
たにもかかわらず、彼は～立候補し
た。

直訳すぎ。

116 8-9

……利己的なオポチュニストの決断
と見なしてきた。しかし、そこにはいっ
たいどのような日和見主義的な理由
があり得ただろうか？

……利己的な日和見的判断と見な
してきた。しかし、そこにはいったい
どのような日和見主義的な理由があ
り得ただろうか？

opportunist /opportunism をす
ぐ隣で全然別の訳語処理する
理由がわからん。まったく同じ
ものを指しているのに。

124 10-11

一貫性のないことや背教者、脱党者
はどの党派でも見られる現象だ。歴
史がいずれそのことを明らかにする
だろう。

一貫性欠如や背教者、脱党者が
どっちなのかは、歴史が明日にも明
らかにするだろう。

邦訳だと、自分たちの転向に
ついての弁明になってしまう。
ここは、おまえたちこそ背教者
だ、と相手を糾弾する文なの
に。

131 3
敗者に対して勝ち誇るように祝ったの
ではない。

敗者に対しての勝利を祝ったのでは
ない。

ムッソリーニは、ここで自分は
目先の勝ち負けで騒いだん
じゃない、自分たちの革命の
姿勢が明確になったから祝っ
たんだ、と言いたいのだ。

158 8-9
上品な服装の女性たちに対して「ブル
ジョワジーの雌豚」と罵ることさえ、サ
ルファッティによればあった。

上品な服装の女性たちに対して「ブ
ルジョワジーの雌豚」と罵ることさえ
あった、とサルファッティは書いてい
る。

構文がひどい。この手のやつ
は無数にある。

166 3
自分ではなくダヌンツィオであることを
ムッソリーニは苦しいけれども十分に
承知していた。

自分ではなくダヌンツィオであること
を、ムッソリーニは苦々しく思いつつ
も十分に承知していた。

「苦しいけれども」というのが
変。

178 12 これは終わるべき企てだった。 長続きするわけがなかった。 直訳すぎで意味不明。

181 9
ファシズムによる救済も信じていな
かったため、ムッソリーニは神に許さ
れたかもしれない。

ファシズムによる救済も信じていな
いのは、無理もないことかもしれな
い。

might be forgiven for … という
慣用句を知らないためのまち
がい。



182 2-6

ヴァティカンは世界中に散らばる四億
人の信徒を代表し、この巨大な力をも
たらした勢力拡大には賢明な力が用
いられたはずである。……政治的な
問題は政治的な問題である。だれで
あれ……宗教戦争を引き起こすこと
を望まないとすれば、この精神的権
威に……

ヴァティカンは世界中に散らばる四
億人の信徒を代表しているのだか
ら、この巨大な勢力を自らの勢力拡
大に利用するのが賢明な政策という
ものだ。……それでも政治は政治
だ。だれであれ……宗教戦争を引き
起こすつもりでもない限り、この精神
的権威に……

まったくの誤訳

184 4 これが危機をさらに拡大した。 これで危機は弱まった。
diffuseは分散して薄まったとい
う意味。正反対の意味にして
いる。

198 5-6
左派が可能な場所であればこうむっ
た被害に応酬したため

左派が機会さえあれば仕返しをした
ため

208 4-5

ドイツの経営評議会やロシアの工場
評議会はどのようなものになったか？
いまではそれは別種の民主主義、政
治的民主主義であって、まさに終焉を
迎えようとしており

ドイツの経営評議会やロシアの工場
評議会はどうなっただろうか？　（そ
れらに続いて)こんどは別の民主主
義、つまり政治的民主主義こそが終
焉を迎えようとしており

ドイツやロシアの民主的な試
みは破綻したから、こんどはイ
タリアの民主主義も破綻する、
と言いたいのだ。まったく意味
が読めていない。

217 12-13
いまやそれは日にちの問題ではなく、
おそらく時間の問題だ

いまやそれは数日中どころか、もの
の数時間以内に起こるだろう

a matter of… を直訳

222 16-17
国王とムッソリーニは、それぞれ最終
的には互いを考慮しあっていた

国王とムッソリーニだけが、最終的
には重要性を持つ二人なのだった

223 12
君主制の立憲的側面は、過去十年に
わたって～

君主制の立憲的側面である議会
は、過去十年にわたって～

脱落。これがないと意味不明

225 15-16

プロレタリアートは現在の事態にかか
わることはできない。今日可能なこと
は、さまざまな出来事がもたらす災い
を待つことだけだ

プロレタリアートは現在の事態に参
加できない。今日は事態の推移を見
守るしかない

231 1
ムッソリーニは権力を握ってはいな
かった。権力を掌握したと考えるの
は、ファシストの歴史の見方である。

ムッソリーニは権力を奪い取ったの
ではない。奪取したというのはファシ
スト史観だ。

権力はすでに握っている。た
だ、それを無理矢理奪ったの
ではない、と言いたいのだ。

233 16-17
軍隊の一部を巻き込み、自ら行動を
起こす。

軍隊の一部を巻き込み、いずれ軍に
支配されることになる。

234 6
ムッソリーニが権力を握って正確に何
をしようとしているのか、彼以外の誰
にもはっきりわからなかった。

ムッソリーニが権力を握ってずばり
何をしようとしているのか、誰にも
はっきりわからなかったし、彼自身が
それを一番わかっていなかった。

250 17-18

彼は革命の道と議会の道を同時に進
むことを追求していた。それは実力に
よるか、同意によるかということだっ
た。

彼は革命の道と議会の道を同時に
進むことを追求していた。それぞれ
力による道と、同意による道だ。

そういう二者択一を採用しな
かった、といのがここのポイン
トなのに。

254 10-11
しかし、非妥協派と修正主義派の差
異がつねに根本的なディレンマとなっ
た。

しかし、非妥協派と修正主義派の差
異は、つねに根底では同じディレン
マをめぐるものだった。

255 15-16
彼(ムッソリーニ）は改宗した革命家と
して宗教を実践することへの回帰の
模範を示した。

宗教的実践への回帰の模範を示し
たのは、改宗した革命家だったの
だ。

258 7-8
僥倖ではあっても、精力的な植民地
政策を追求してきた。

精力的に利益の大きい植民政策を
追求してきた。

なんで植民地政策が僥倖にな
るの？

260 17
ロシアの社会主義政権の合法性を最
初に認めた国となった。

ロシアの社会主義政権を最初に正
式承認した国となった。

合法性って……

264 12
ムッソリーニはマキャヴェッリの『君主
論』の序文のテーマに立ち戻る。

ムッソリーニはマキャヴェッリの『君
主論』の序文で、同じテーマに立ち
戻る。

17
マキャヴェッリによれば、人間は悲し
むべき存在で

マキャヴェッリによれば、人間は性
悪な存在で

265-266
しかし、人民が力で強制されていると
思わないようなやり方で、したがわせ
るほうが正しい。

したがって、彼ら(人民）がもはや信じ
なくなったとき、力で信じさせることが
できるような手配をしておくべきなの
だ。

256 4-5

ムッソリーニの政治的信念を理解す
るには～マキャヴェッリに関する彼の
論文より以前にさかのぼる必要はな
い。

ムッソリーニの政治的信念を理解す
るには～マキャヴェッリに関する彼
の論文を見るだけでよい。

look no further than の直訳。

274 12-13
このようにして多くの人は《自分を哀
れむ》こと、すなわち《ひとりで苦しむ》
ことから免れている

そのおかげで多くの人は《私(ムッソ
リーニ）を哀れむ》こと、すなわち《私
(ムッソリーニと共に）苦しむ》ことから
免れている

ここは、ムッソリーニが晩年
に、自分が友達を作らなかった
ことを回想して、それが結果的
によかったと述べ、その理由を
語っているところ。邦訳だと意
味不明。



274 15
弟のアルナルドだけが真の友人で、
たんに気に入っただれかとは正反対
の存在だった。

弟のアルナルドだけが、単に気に
入ったというだけでない真の友人
だった。

as opposed to という表現を知
らずに直訳。

最終行

彼女にとって彼の性的な魅力は衰え
てしまっていた（彼女は人を振り向か
せる魅力を依然として保持してい
た）。

彼女に対してムッソリーニが感じる
性的魅力は衰えてしまってていた—
—もともと彼女は、人を振り向かせる
ほどの美女ではなかった。

まるっきり正反対に訳している
が、文脈から判断すればわか
りそうなもの。

275 5
彼女は気違いじみた嫉妬で彼を非難
した。

彼女は気違いじみたほど嫉妬深いと
いって彼を非難した。

上に同じ

8-9
ムッソリーニは、いまではもっとも重要
なトロフィーだったが、次第にその重
要性は小さくなりつつあった。

ムッソリーニは、いまではもっとも重
要なトロフィーだったが、ますます彼
女のものではなくなりつつあった。

上に同じ

280 12-13
イギリスのわれわれがムッソリーニ氏
を信頼しているのだから、イタリア人
もそうすべきだ

イギリスのわれわれはムッソリーニ
氏を信頼しており、イタリア人も同様
だ

283 4-5
ムッソリーニ議員はすべての政治的
な幸運の持ち主だ。

ムッソリーニ議員は政治的にとこと
ん運がいい。

all the luck の直訳誤訳

289 8-9
好きなようにイタリアが耐えがたい専
制の下で苦しんでいると描いてもいい
だろう。

イタリアが耐えがたい専制の下で苦
しんでいると描いているが、それは
まったくの我田引水だ。

290 9
第3インターナショナルと呼ばれる新し
い教会の興味深い試み

第3インターナショナルと呼ばれる新
しい教会の奇矯な試み

curious はもっと冷笑的な意味
合い。

14-15

マテオッティ暗殺がファシズムに反対
する理由となるのは、聖トーマス・ベ
ケット暗殺が反封建主義の根拠にな
るのとそう違いません

聖トーマス・ベケット暗殺が反封建主
義の根拠にならないのと同じように、
マテオッティ暗殺もファシズムに反対
する理由にはなりません。

反語表現なので、どっちもそう
いう議論は成り立たない、とい
うこと。邦訳は正反対に訳して
いる。

291 3 さらに激怒したアドラーは
それでも怒りのおさまらないアドラー
は

295 11-12
困難だった、とモネッリは認めている。
彼はまさに証人である。

困難だった、とそれを目撃したモネッ
リは認めている。

298 4
生命と歴史の諸力のなかに人間の意
思と呼ばれる力も加えねばならない

生命と歴史の諸力の間に人間の意
思と呼ばれる力があることも認めね
ばならない

359 4
サルファッティは自分の意志でカトリッ
クに改宗した。それは

サルファッティは何とも好都合なこと
にかトリックに改宗した。好都合だと
いうのは、

386 16-17
もしくは邪悪でなくても、洗脳されたた
めに理解し欲求することができなく
なったのである。

もしくは邪悪でないなら、洗脳されて
しまったわけで、つまりはあまりまと
もではないということになる。

邪悪なのか、おめおめ洗脳さ
れてしまうくらいバカなのか、と
いうことね。

388 1-2

ラジオ聴衆者たちは、われわれが行
うニュースの操作を通しても、はっきり
と見ることができる。情報操作という
批判は誇張が過ぎるのだ

ラジオ聴衆者たちは、われわれが行
うニュースの操作をはっきりと見抜い
ている。その操作があまりに露骨だ
からだ

see through が見破るという意
味なのを知らない

389 1
他の多くの学者たちも、それがきわめ
て説得的である点で一致している。

他の多くの学者たちも、それがきわ
めて説得的だと合意している。

ごくふつうの文なのになぜこん
な変なことに？　ちなみに文中
の「それ」というのは、ファシズ
ムが再生的 (palingenetic) だと
いいう意味不明の主張のこと。

389 3
だが当惑させるような言葉を使ってい
るからといって、それが確かであると
断言できる者がいるだろうか？

だがこんな当惑するほど大仰な言葉
を使われてしまうと、はっきり言える
人などいるわけがない。

大げさなことばを使っているか
ら確かというのではなく、それ
が大仰であるがゆえに（そのこ
とばの意味がはっきりわからな
いので）確かとは言えない、と
いうこと。大げさなことばという
のは、上に出た palingenetic と
いう一般には絶対に使われな
いことば。ほとんどの人はその
意味すら知らない。

下巻

page line 邦訳 修正 コメント

9 9
彼女になんらかの教育の仕上げをほ
どこした

彼女にある面では教育の仕上げを
ほどこした。

13 6 不幸なことに 残念ながら unfortunately の直訳。

13 15 声高な独善とともに きわめて尊大な態度で

13 16 賭け札がテーブルに置かれると ふたを開けてみると



16 8 アンハリク族 アムハラ族

Amharic のmをnとまちがえた
ものだが、イタリア現代史の専
門家が、その侵略植民地たる
エチオピアの主要民族を知ら
ないの？？

16 10
ネグスはこの国を帝国と呼び、それゆ
えにこそ、自らを皇帝と称した。

ネグスはこの国を帝国と呼んだ。ま
さに帝国だったからだ。そして自らを
皇帝と称した。

18 10 奴隷取引の横行 奴隷狩りのための襲撃横行

18 15-16

そうであったとしても、エチオピアをめ
ぐっての正面衝突を避けるために必
要なことは、国際連盟でのイギリスと
フランスの体面を保つための舞台裏
での取引だった。

とはいえエチオピアをめぐっての正
面衝突を避けるためには、国際連盟
でのイギリスとフランスの体面を保
つための舞台裏取引ですんだ。

41 4-6

それは彼らにとっては正しい政治路
線ではあったが、イギリスの労働当と
世論にとってはそうではなく、そして世
論が誤って保守党のチャンピオンと考
えていたイーデンのような公人にとっ
てもそうではなかった。

だが、かれらのものこそが正しい政
策だった——英労働党の政策でもな
く、イギリス大衆の政策でもなく、そし
て世論代表だと人々が誤解していた
イーデンのような人物の政策でもな
い。

まったくの誤訳。

42 3-4

正しかったのはイーデンや世論、ある
いは労働党ではなく、リアリストたち—
—宥和派——だった。前者が短期間の
うちに状況を台無しにしてしまったの
だが。

正しかったのはイーデンや世論、あ
るいは労働党ではなく、リアリストた
ち——宥和派——だった。そのリアリス
トたちも短期間のうちに状況を台無
しにしてしまったのだが。

52 18
そして文明的という伝説がエチオピア
でもたしかに真実ではなかった。

そしてイタリアが文明的にふるまった
という伝説は、エチオピアでも絶対に
真実ではなかった。

60 12-13

ファシズムが「インターナショナル」な
ものになるには、「ナショナル」である
ことがファシズムのあまりにも重要な
部分であった。

ファシズムは「ナショナル」の部分が
大きすぎて、「インターナショナル」に
はなれなかった

122 3-4

それは「本物のダイナマイト」だったと
彼は日記に書いた（そのときもそれ以
前も、ナチスとの終わることのない話
し合いで彼はさらに驚かされるのだ
が）。

それは「本物のダイナマイト」だった
と彼は日記に書いた（まるでそれ以
前や以後に、ナチスとの果てしない
話し合いをしていたのに、ここで一層
驚いたとでも言わんばかりだ）。

ここはチアーノが実際には驚
いてなんかいない、と指摘した
いところ。全然反対。

124 12-13

何よりもチァーノが鋼鉄同盟を阻止し
ようとしたと思わせた有名な彼の日記
をもとにして、一つの集団が生まれ
た。

有名なチァーノの日記をもとにして
一大産業が生まれており、それは—
—他にもあるが——チァーノが鋼鉄同
盟を阻止しようとしたという説を人々
に信じ込ませようとしている。

147 4
わたしがイタリア人たちを走らせるの
を見ておきなさい。

今後、わたしはイタリア人を行進（進
軍）させるから、見ているがいい

170 17
おごり高ぶったギリシャ軍は、トルコ
軍のように戦い、すぐにドゥーチェを
バカにするようになって

楽な相手だとみたギリシャ軍たちは
勇猛に闘い、すぐにドゥーチェを撃破
して

173 3
たったひとりの人間がきみたちを連れ
て行くのはここなのだ！

たったひとりの人間がきみたちをこ
んな目にあわせたのだ！

where というのは特定の場所
ではなく、状態を指している。

204 19
ムッソリーニはヒトラーの手から数多く
のユダヤ人を救っている。

ムッソリーニはヒトラーの手からユダ
ヤ人を救うためにあらゆる手を使っ
た。

251 11
大評議会が後継者として国王を指名
すれば

大評議会が後継者としてだれかを指
名すれば

254 10
グランディはムッソリーニに嘘をつい
ていた。あるいはムッソリーニが嘘を
ついていたのか？

グランディはムッソリーニに嘘をつい
ていたのだ。だが、本当にそうなの
だろうか？

Or did he? 直前の文を疑って
見せて、他の可能性を考えよう
としている文。

258 3-5

わたしの、そしてわれわれの決意は、
それが純粋なものとなるかで表れ、わ
れわれ地震を試練にさらすという事
実によってその方向性が指し示され
る。それは他に選択肢のない方向で
あって、諦めあるいは犠牲のなかにし
か出口はなさそうである。

わたしの、そしてわれわれの決意の
中身は、それを実施する中で純粋明
瞭となり、事実に基づくものとなるだ
ろう。なぜならその結果としてわれわ
れは、自分たち自身の身を賭けるこ
とになるのだから。それは他に逃げ
道のないゲームであり、諦めるか己
を犠牲にするかという出口しかな
い。

いい加減つかれたのでここまでにしておくが、意味はなんとかとれても訳文としてあまりにひどいものが無数にあり、

ホントはこの10倍は指摘したいところ。


